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弘
経
寺

だ
よ
り

樹
祭

天
■
日
程  

平
成
二
十
二
年
四
月
十
一
日(

日)

■
時
間  

午
前
九
時
～
午
後
五
時

■
場
所  

弘
経
寺 

常
総
市
豊
岡
町
甲
一

　

今
年
で
常
総
市
千
姫
ま
つ
り
は
第
十
回
目
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
開
催
日
の
四
月
十
一
日
は
千
姫
様
の
誕
生
日
（
一
五
九
七
年

四
月
十
一
日
）
で
す
．
記
念
す
べ
き
第
回
千
姫
ま
つ
り
の
日
が

千
姫
様
の
誕
生
日
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
、
廻
り
合
わ
せ
の
妙

な
る
縁
を
感
じ
ま
す
。

　

仏
教
の
お
経
の
中
に
「
一
切
唯
心
造
」
と
い
う
句
が
あ

り
ま
す
。
今
年
、
二
〇
一
〇
年
度
の
天
樹
祭
は
こ
の
「
一
切

唯
心
造―

私
達
の
存
在
の
す
べ
て
は
私
達
の
思
考
の
結
果

で
あ
る―

　

」
と
い
う
釈
尊
の
言
葉
に
心
を
合
わ
せ
て
開

催
い
た
し
ま
す
。
ご
参
拝
く
だ
さ
る
皆
様
一
人
一
人
の
想
い

が
天
樹
祭
と
い
う
形
に
な
っ
て
弘
経
寺
の
歴
史
に
刻
ま
れ
る

こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

掃
当
番

清
　

四
月
四
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
当
番
は
飯
沼
・
横
曽
根
地
区
で
す
。
開
山
忌
、

天
樹
祭
が
十
日
と
十
一
日
に
あ
り
ま
す
の
で
、
境
内
、

堂
内
共
に
き
れ
い
に
し
て
、
気
持
良
く
お
客
様
を
お
迎

え
し
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

担
当
地
区
の
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開
山
忌

樹
祭
の
準
備

開

天

　

四
月
九
日(

金)

午
後
一
時
よ
り
天
樹
祭
の
準
備
を

い
た
し
ま
す
。
幕
を
張
っ
た
り
、
看
板
を
立
て
た
り
、

机
や
椅
子
を
運
ん
だ
り
す
る
作
業
を
し
ま
す
。
お
手
伝

い
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。

　

ゴ
ッ
ホ
は
ア
ル
ル
時
代
、
好
ん
で
麻
布(

ジ
ュ
ー
ト)

に
絵
を
描
い
た
。
南
フ
ラ
ン
ス
で
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て

い
た
ゴ
ッ
ホ
に
と
っ
て
麻
布
は
安
価
で
魅
力
的
な
素
材
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

ひ
と
た
び
ゴ
ッ
ホ
の
筆
が
入
れ
ら
れ
る
と
、
麻
布
に
命
が

吹
き
込
ま
れ
る
。
た
だ
の
麻
布
で
は
な
く
な
る
。
か
の
有
名

な
「
ひ
ま
わ
り
」
の
絵
も
麻
布
に
描
か
れ
た
。
そ
れ
は
後
に

数
十
億
円
の
値
が
つ
く
ほ
ど
の
評
価
と
な
る
。

　

キ
ャ
ン
バ
ス
の
素
材
そ
の
も
の
に
価
値
が
あ
る
の
で
は
な

い
。
麻
布
で
あ
ろ
う
と
、
粘
土
で
あ
ろ
う
と
、
石
で
あ
ろ
う

と
、
木
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
素
材
が
ど
う
生
か
さ
れ
る
か
に

よ
っ
て
そ
れ
ら
は
芸
術
作
品
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
。

　

命
を
吹
き
込
む
作
業
、
そ
れ
は 

表
現
者
の
祈
り
が
為
せ
る

業
で
あ
る
。
そ
の
祈
り
に
よ
っ
て
昇
華
さ
れ
た
表
現
が
芸
術

と
な
り
、
ひ
い
て
は
人
類
の
宝
を
も
創
造
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

（土 )

　

今
年
の
開
山
忌
は
四
月
十
日
土
曜
日(

天
樹
祭
前
日)

で
す
。

日
程
は
左
記
の
通
り
で
す
。

開
山
忌
は
飯
沼
弘
経
寺
を
開
山
し
た
嘆
誉
良
肇
上
人
を
偲
び
、

そ
の
御
遺
徳
に
感
謝
す
る
大
変
大
事
な
法
縁
で
す
。
是
非
ご
参

拝
く
だ
さ
い
。

つ
き

餅
　

四
月
七
日(

水)

午
前
九
時
よ
り
開
山
忌
の
た
め
の

お
餅
を
つ
く
り
ま
す
。
昨
年
は
沢
山
の
方
々
に
餅
つ
き

を
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
お
か
げ
で
、
千
三
百
個
も

の
お
餅
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
月
七
日(

水)

の
餅
つ
き
の
た
め
の
も
ち
米
を
ご

寄
付
く
だ
さ
い
ま
す
の
は
、
石
塚
良
政
さ
ん
飯
田
孝
夫

さ
ん
で
す
。
餅
つ
き
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
下
さ
る
の

は
飯
田
洋
子
さ
ん
古
谷
明
美
さ
ん
古
谷
清
さ
ん
で
す
。

　

他
に
も
餅
つ
き
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
大
歓
迎
で
す
。
当
日
飛
び
入
り

参
加
で
も
結
構
で
す
。
お
昼
ご
は
ん
は
こ
ち
ら
で
ご
用

意
い
た
し
ま
す
。
沢
山
の
方
々
の
お
手
伝
い
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

・
十
時
三
十
分　

 

水
子
供
養

・
十
一
時　
　
　

 

子
供
数
珠
繰
り

・
十
四
時　
　
　

 

お
練
り
行
列

・
十
四
時
三
十
分 

開
山
忌
法
要
、
散
餅
・
散
銭

　

三
月
七
日
の
世
話
人
会
で
開
山
忌
の
係
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
ダ
イ
カ
ン
係(

開
山
上
人
像
を
御
輿
に
乗
せ
て
送
迎
す
る)

　
　
　
　
　

 

石
塚
良
政
、
倉
持
喜
一

　
　
　
　
　

 

落
合
義
昭
、
石
塚
章
夫

■
散
餅
係　

 

小
島
義
則
、
石
塚
良
政

　
　
　
　
　

 

古
谷
三
郎
、
渡
辺
武
徳

■
受
付　
　

 

渡
辺
儀
男
、
飯
田
利
雄
、
土
生
末
治

■
接
待
係　

 

海
老
原
正
美
、
古
谷
明
美
、
古
谷
清
、
石
塚
規
子

　
　
　
　
　

 

古
谷
礼
子

■
大
傘
係　

 

落
合
一
夫

■
道
路
使
用
許
可
申
請
係　

土
生
末
治

■
駐
車
場
係 
石
塚
丞
、
飯
田
喜
一
、
金
子
廣
美
、
樋
口
充
広

  　
　
　
　
　

 
石
塚
正
男

心
を
込
め
て
準
備
を
行
い
、

　
　
　
　

笑
顔
の
お
出
迎
え　

　
　
　
　
　
　

開
山
忌
・
天
樹
祭

心
を
込
め
て
準
備
を
行
い
、

　
　
　
　

笑
顔
の
お
出
迎
え　

　
　
　
　
　
　

開
山
忌
・
天
樹
祭

会   費 ： 千円

携行品 ： 小筆
※こども　五百円

何方でもご参加できます。

一人でも多くのご参加・ご来場お待ちしております。

開山忌 (4/10) ・ 天樹祭 (4/11)開山忌 (4/10) ・ 天樹祭 (4/11)


